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  １．開  会 

○事務局（細海食の安全推進課長） 定刻より少し早いですけれども、皆様がおそろいで

ございますので、ただいまから、平成２７年度第１回安全・安心な食のまち・さっぽろ推

進会議を開催させていただきます。 

 本日は、お忙しいところをお集まりいただきまして、まことにありがとうございます。 

 私は、本日の進行を務めさせていただきます保健所食の安全推進課長の細海と申します。

よろしくお願いいたします。 

 本日のこの会議ですけれども、終了時刻は午後３時半ころを目途としておりますので、

ご協力のほどをよろしくお願いいたします。 

 さて、この会議は、札幌市安全・安心な食のまち推進条例に基づきまして、市長の附属

機関として設置されたものでございます。 

 本日は、委員改選後、第１回目の会議となってございます。 

 本来でありましたら、ここで皆様お一人ずつに委員の委嘱状をお渡しすべきところでは

ございますが、時間の関係上、あらかじめ席上に置かせていただいております。ご了承の

ほどをよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、委員の皆様の出席状況の報告をさせていただきます。 

 この会議は、条例の施行規則によりまして、委員の過半数が出席しなければ会議を開く

ことができないことになってございます。 

 ただいま、ご出席の委員の皆様は、合計で１２名となってございます。委員総数１７名

の過半数に達しておりますので、この会議が成立しておりますことをご報告いたします。 

 それから、この会議の公開及び非公開につきましては、本日、机の上に置かせていただ

いております札幌市附属機関等の設置及び運営に関する要綱の中で定めてございまして、

あらかじめ、この会議で決定するというふうになってございます。 

 また、札幌市の情報公開条例というものがございまして、この中では、附属機関の会議

はこれを公開するものとする。ただし、その会議における審議の内容が許可、認可等の審

査、行政不服審査、紛争処理、試験等に関する事務など、会議を公開することが適当でな

いと考える場合には、公開しないこともできるという規定がございます。 

 したがいまして、この会議におきましては、そのような特別の審議内容を今は持ってご

ざいませんので、今回は原則公開するということで対応したいと思いますが、いかがでご

ざいましょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（細海食の安全推進課長） ありがとうございます。 

 それでは、この会議は、原則公開ということで進めさせていただきます。 

 なお、この会議の会議録でございますが、附属機関の要綱に従いまして、後日、札幌市

のホームページに掲載する予定でございます。ご了承のほどをよろしくお願いいたします。 

 

  ◎挨  拶 
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○事務局（細海食の安全推進課長） それでは、ここで、開会に当たりまして、保健福祉

局医務監の館石からご挨拶を申し上げます。お願いします。 

○館石保健福祉局医務監 皆様、こんにちは。 

 保健福祉局医務監の館石と申します。 

 皆様には、安全・安心な食のまち・さっぽろ推進会議の委員を快くお引き受けいただき

まして、まことにありがとうございます。 

 また、市民公募の委員の皆様には、積極的にご応募いただきましたことを心から感謝申

し上げたいと存じます。 

 さて、この会議のテーマですが、食の安全・安心ということでございます。食は、私た

ちが毎日を健康に過ごし、また、豊かな生活を送るために必要不可欠なものであります。

それと同時に、札幌市においては、国内外から訪れる多くの観光客がこの食を目当てにし

ている大切な観光資源ということでもございます。 

 大通公園で行われるビアガーデンあるいはオータムフェストなどのイベントには、大勢

の市民が足を運んでくださいますし、道外で開催される北海道物産展などについては、非

常に大きな集客力を発揮しているというふうにお聞きしております。 

 このように、札幌の食が安全で安心であるということは、市民生活はもちろんですけれ

ども、観光、食産業、ひいては北海道の経済をも支える基盤として極めて需要な要素と言

えるものと思います。 

 そこで、札幌市では、従来の行政による事業者への規制的な対応ということだけではな

くて、市民と事業者、そして行政が連携・協働して取り組む必要があるといった理念のも

とに、平成２５年３月に、ただいま司会からも申し上げましたけれども、札幌市安全・安

心な食のまち推進条例を策定いたしております。 

 この条例に基づく札幌市の附属機関として、平成２５年７月に、この会議を設置して、

市民、事業者、関係団体の皆様を委員にお迎えし、ご意見を伺ってまいりました。 

 今回は、第１期の任期満了に伴う委員改選を行った直後の第２期初の会議ということに

なります。 

 食に関連した各方面の方々に、委員としてご参加いただきましたので、それぞれのお立

場から専門的、かつ総合的な視点で、札幌市の食の安全・安心の確保に関する施策に対し

て率直なご意見をいただけるものというふうに期待してございます。 

 皆様からいただいたご意見やご提案なども反映しながら、関連する諸施策を進めてまい

りますので、ぜひ活発なご議論をお願いしたいと思います。 

 以上、簡単ではございますが、開会のご挨拶にかえさせていただきます。 

 本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

  ◎委員の紹介 

○事務局（細海食の安全推進課長） 続きまして、本日は初めての会議でございますので、

委員の皆様をご紹介させていただきます。 
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 五十音順にお名前をお呼びいたしますので、恐れ入りますが、その場でお立ちいただき

たいと思います。 

 市民公募委員の荒瀬委員でございます。 

 藤女子大学人間生活部食物栄養学科教授の池田委員でございます。 

 市民公募委員の石井委員でございます。 

 札幌駅総合開発株式会社の江口委員でございます。 

 一般社団法人札幌観光協会の梶原委員でございます。 

 市民公募委員の小杉委員でございます。 

 一般社団法人札幌市食品衛生協会の田中委員でございます。 

 一般社団法人札幌消費者協会の行方委員でございます。 

 市民公募委員の堀委員でございます。 

 一般社団法人札幌市中央卸売市場協会の増田委員でございます。 

 札幌商工会議所、食品・貿易部会の武藤委員でございます。 

 北海道新聞社の元井委員でございます。 

 なお、本日、出席予定のフリーライターで野菜ソムリエであります大宮委員につきまし

ては、本日、所用によりまして、遅れて参加されるとのご連絡をいただいておりますので、

到着され次第ご紹介させていただきます。 

 また、本日、あいにく欠席されております委員は、株式会社セイコーマートの佐々木委

員、札幌市農業協同組合の佐藤委員、スイーツ王国さっぽろ推進協議会の長沼委員、北海

道栄養士会の吉田委員の４名でございます。 

 次に、事務局として、札幌市の職員をご紹介させていただきます。 

 保健福祉局食の安全担当部長の山口でございます。 

 食の安全推進課調整担当係長の長野でございます。 

 食品監視担当課食品安全対策担当係長の重永でございます。 

 なお、恐縮ですが、館石医務監は、この後、公務が重なっておりますので、ここで退席

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

〔医務監は退席〕 

 

  ◎配付資料の確認 

○事務局（細海食の安全推進課長） 次に、本日の資料のご確認をお願いいたします。 

 資料は、事前にお送りしておりますが、ご確認いただきまして、不足等がありましたら、

事務局のものにお知らせください。 

 そのほかに、皆様の席の上にあるかと思いますが、会議の次第、座席表、委員名簿、関

係する例規が３種類、札幌市の附属機関等の設置及び運営に関する要綱と札幌市安全・安

心な食のまち推進条例とその施行規則の３種類があるかと思います。このほかに、資料５

から７といたしまして、本日使用いたしますスライドの資料、また、参考資料といたしま

して、自主回収の報告制度のパンフレット、さっぽろ食の安全・安心推進協定のガイドブ
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ック、平成２６年度さっぽろ食の安全・安心市民交流事業の体験レポート、それから、キ

ッチンメールが２種類、食の安全・安心おもてなしの店のパンフレットの６種類をお配り

してございます。 

 不足等がございましたら、事務局のほうにお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 それでは、ただいまから、この会議の運営につきまして、事務局から若干ご説明をさせ

ていただきます。 

 まず最初に、資料２の冊子の最後のページの６１ページをご覧ください。 

 そこに、推進条例の条文がございます。この真ん中あたりにある第２７条が安全・安心

な食のまち・さっぽろ推進会議のことを書いている条文になりますので、少しご紹介させ

ていただきます。 

 この推進会議の設置の根拠にもなりますが、市長の附属機関として安全・安心な食のま

ち・さっぽろ推進会議を置くということになってございます。 

 また、この会議の役割でございますが、第２７条第２号の（１）としまして、市長の諮

問に応じて、推進計画及び安全・安心な食の確保に関する重要事項について調査審議をし

て意見を述べることとなってございます。 

 また、そこの４号には、委員としての任期を２年としております。今回の委員の皆様方

におかれましては、平成２７年８月１日より平成２９年７月３１日までとなってございま

す。 

 次に、お手持ちの資料の条例の施行規則をご覧いただきたいと思います。 

 そこの第８条には、推進会議で会長と副会長を１人ずつ委員の互選によって定めるとな

っております。 

 

  ２．議  事 

○事務局（細海食の安全推進課長） それでは、ここから議事に入らせていただきます。 

 ご発言ですが、挙手の上、お近くのマイクをご使用願います。 

 また、本来でありましたら、議事は会長の進行によって進めていくことになりますが、

まだ会長と副会長は決まっておりませんので、それまでは、引き続き、私のほうで進行さ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 本日の議題ですが、次第にありますとおり、会長、副会長の選任、札幌市安全・安心な

食のまち推進条例について、札幌市安全・安心な食のまち推進条例に基づく推進計画につ

いて、札幌市食品衛生管理認証制度（しょくまる）についてとなってございます。 

 本日予定しております議題ですが、会長、副会長の選任以外は、報告、説明事項となっ

ております。 

 それでは、ただいまから、会長及び副会長の選出をお願いしたいと思います。 

 会長は、委員の互選によって定めることとなってございます。 

 まず、会長について、いかがいたしましょうか。何かご意見等がございましたらお願い

いたします。 
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（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（細海食の安全推進課長） 特にご意見等がなければ、事務局のほうから提案さ

せていただいてもよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（細海食の安全推進課長） それでは、事務局から提案させていただきます。 

○事務局（長野調整担当係長） 保健所食の安全推進課調整担当係長の長野でございます。 

 事務局案としましては、食品安全の分野に造詣が深く、幅広くご活躍されております池

田委員にお願いしたいと思います。 

○事務局（細海食の安全推進課長） ただいま、事務局から、会長に池田委員をというこ

とでご説明させていただきましたが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（細海食の安全推進課長） 異議なしというお声をいただきましたので、池田委

員に会長をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、副会長でございます。 

 これも、会長同様に委員の互選によって定めることとなってございます。 

 副会長について、いかがいたしましょうか。ご意見等があればお願いいたします。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（細海食の安全推進課長） 特にご意見がなければ、これも事務局のほうから提

案させていただいてもよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（細海食の安全推進課長） それでは、事務局から提案させていただきます。 

○事務局（長野調整担当係長） それでは、事務局から提案させていただきます。 

 事務局案といたしましては、札幌商工会議所食品貿易部副会長として食に関する多様な

ニーズを把握しておられる武藤委員にお願いしたいと思っております。 

○事務局（細海食の安全推進課長） ただいま、副会長の案を事務局からお示しいたしま

したが、いかがでございましょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（細海食の安全推進課長） ありがとうございます。 

 異議なしという声をいただきましたので、そのように決定させていただきます。 

 武藤委員に副会長をお願いいたします。 

 早速ですが、池田会長と武藤副会長におかれましては、前のほうに会長と副会長の席を

用意しておりますので、お移りいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〔会長と副会長は所定の席に着く〕 

○事務局（細海食の安全推進課長） それでは、ここで、池田会長よりご挨拶をいただき

たいと存じます。よろしくお願いしたします。 

○池田会長 藤女子大学人間生活学部食物栄養学科で管理栄養士の養成をしております池

田と申します。 
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 本日は、会長の選任をいただきまして、どうもありがとうございます。皆様のご意見を

反映いたしまして、よい施策を進めていきたいと考えておりますので、ご協力をよろしく

お願いいたします。 

○事務局（細海食の安全推進課長） ありがとうございます。 

 次に、武藤副会長からご挨拶をいただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

○武藤副会長 ただいま、副会長を仰せつかりました札幌商工会議所食品・貿易部会の副

部会長という立場で出席させていただいております武藤でございます。 

 食品・貿易部会の会長は、実は長沼社長です。スイーツ王国の協議会の会長でございま

して、私は、長沼会長の代理ではございませんけれども、そういう立場で出させていただ

いております。 

 副会長というのは、先ほど長野調整担当係長からご説明いただいたのですけれども、会

長がご欠席のときのみ活躍する場があるということで、その節は、ぜひご協力をよろしく

お願いいたします。 

 ありがとうございます。 

○事務局（細海食の安全推進課長） ありがとうございました。 

 では、これ以降の会議の進行につきましては、池田会長にお願いしたいと存じます。よ

ろしくお願いいたします。 

○池田会長 それでは、早速、次の議題に移りたいと思います。 

 議題の２番目の札幌市安全・安心な食のまち推進条例についてでございます。 

 それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（長野調整担当係長） 改めまして、保健所食の安全推進課調整担当係長の長野

でございます。 

 私のほうからは、まず、札幌市安全・安心な食のまち推進条例について説明させていた

だきます。 

 本日、お集まりの方々は、今回、委員の改選ということになりまして、約半数の方々が

今回初めてご参加される方と聞いておりますので、条例制定の経緯から条例の内容につい

て簡単に説明させていただこうと思います。 

 お手元の資料は、ピンク色の札幌市安全・安心な食のまち推進条例の資料をご活用いた

だければと思います。 

 まず、条例制定までの経緯でございます。 

 札幌市の食品衛生行政というのは、平成１９年度まで、食品衛生法に基づく規制行政と

いうものが主たるものでした。 

 具体的に申し上げますと、監視指導、収去検査、食品の抜き取り検査ですね。それから、

食中毒の検査や表示の指導、自主的な衛生管理の推進を行ってまいりました。 

 しかしながら、全国的に、食品の安全性を脅かす問題が相次いで発生しました。例えば、

平成８年のＯ１５７食中毒事件とか、雪印の集団食中毒、あるいは、ＢＳＥ問題などです。

また、国民の食生活を取り巻く情勢も大きく変化しました。世界中から食材が調達される
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ようになり、また新たな技術がどんどん開発されるようになっていきました。 

 こういった中で、国のほうで、平成１５年に食品安全基本法という法律がつくられまし

た。字がたくさん入っていますが、読み上げますと、「科学技術の発展、国際化の進展そ

の他の国民の食生活を取り巻く環境の変化に的確に対応することの緊要性にかんがみ、食

品の安全性の確保に関し、基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び食品関連事業者

の責務並びに消費者の役割を明らかにするとともに、施策の策定にかかわる基本的な方針

を定めることにより、食品の安全性の確保に関する施策を総合的に推進すること」という

ふうに目的として定められております。 

 一方、札幌市の食を取り巻く情勢ですが、先ほど申し上げた平成１９年に何があったか

といいますと、市内有名食品メーカーによる賞味期限の改ざんという大きな事件がありま

した。 

 こういったことを引き金に全国で相次いで同様の事例が発覚し、市民の事業者への不安

感や食の安全に対する不安の高まりがだんだんと巻き起こってまいりました。 

 そこで、従来の規制のみの食品衛生行政だけでは限界があるということで、方針転換が

図られたということです。 

 平成１９年以降、どんな動きがあったかといいますと、平成２０年１２月、安全・安心

な食のまち・さっぽろ推進委員会という、この推進会議の前身に当たるようなものが設置

されました。この中で、さっぽろ食の安全・安心推進ビジョンということで、今後の施策

の方向性を示す指針が定められました。また、その中で、２５年４月の施行で、札幌市安

全・安心な食のまち推進条例というものが定められました。 

 この推進条例の目的ですけれども、市民と観光客の健康を守りますということと、安全・

安心な食のまち・さっぽろを実現しますということが大きな目的でうたわれておるのです

けれども、安全・安心な食のまち・さっぽろのイメージがどういったものかということを

説明させていただきます。 

 まず、一人一人の市民が食品の安全性について理解と関心を持っていること、また、個々

の事業者が食の安全・安心の確保を第一に考えて行動していること、それから、市民と事

業者との間で食に関する信頼関係が築かれていること、さらに、食品の生産から消費まで

安全の管理が図られていること、また、食の札幌ブランドに「安全・安心」の付加価値が

ついていること、そして、市民や観光客が安心して食を楽しめること、この６点が安全・

安心な食のまち・さっぽろのイメージということで定めております。 

 この下線を引いた２点が本条例の特徴でありまして、観光客の健康の保護にも言及して

いるのは京都市に続いて２番目です。なおかつ、先ほど、医務監からのご挨拶にもありま

したが、さっぽろの食というのは、観光に訪れる方々にとっても非常に魅力的なものです。

食産業や観光にも深く寄与しているということで、そういったものを明文化しているのは

札幌市のみとなります。 

 続きまして、先ほど読み上げました食品安全基本法にもありましたが、札幌市や事業者

の責務と市民の役割について簡単にご説明いたします。 
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 まず、札幌市の責務ですが、我々行政という立場のものが何をするかということです。

法律等に基づき施策を策定したり、実施していく立場の人間であるということですが、こ

ういったものがどういうことをしていくかといいますと、総合的かつ計画的な施策を実施

すること、それから、市民などの意見を反映すること、また、市民、事業者との連携、協

働の推進をすること、また、関係団体と緊密な連携をしていくことという責務があるとい

うことになります。 

 また、事業者の立場というのは、直接、市民の生活や健康に影響を及ぼす食品を取り扱

っているということでございますので、自主的な衛生管理の推進、それから、情報公開や

市民との交流をする、また、市の施策へも協力していただくといった責務があると示して

おります。 

 最後に市民ですが、市民にも役割がございます。みずからの判断で食品の購入や消費行

動を選択するという大きな力を持っており、意思を表明することができますといった立場

の方々なので、このような市民の方々には、知識の習得や理解あるいは事業者の各種取り

組みや理解を示していただくこと、また、こういった場で市への政策へのご意見をいただ

いたり、参加していただいたりといった役割を果たしていただきたいというつくりになっ

ています。 

 これらがそれぞれの役割を果たして、三者がそれぞれの責務、役割を果たすことで連携、

協働が果たされるというのが条例の骨格になっております。 

 この条例は、主に基本理念に基づいてうたっているものですけれども、食の安全・安心

について一つ義務を課している項目がありますので、これについて一つご説明いたします。 

 お配りしている資料の中で、同じようなもので青いパンフレットがあると思います。自

主回収報告制度というものです。 

 これは、昨今、事業者がみずからつくった食品などで問題が発生したということで、自

主回収をしますという告知が毎日のように流れているのですけれども、こういった報告を

我々札幌市にも報告してくださいというものです。全てに報告義務があるわけではありま

せんが、報告義務等が生じる場合にはしてくださいということになります。 

 具体的に言いますと、例としまして、札幌市内の食品製造業者がみずから製造した製品

の自主回収を行う場合、あるいは、プライベートブランドで販売している事業者の事務所

が札幌市内にある場合、札幌市内で販売されたものをまとめて自主回収の窓口になります

というケースに報告をしてくださいというふうに課しています。 

 また、自主回収の例としましては、異物混入などによって健康被害が発生するおそれが

ある場合、あるいは、自主検査にて食品の規格基準の違反が判明した場合、また、原材料

にアレルギー物質を含む旨の表示が欠落した場合などが挙げられます。 

 現在も、保健所、札幌市のホームページにて自主回収を行っているという情報が逐次掲

載されております。 

 食品の異常が出た場合、自主回収を決めたということであれば、札幌市に速やかに報告

してくださいということで、これを保健所のホームページに掲載いたしますので、業者か
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らの報告、店頭告知だけではなくて、我々行政からも情報が受け取れます。市民の方にと

って情報提供の場をどんどん広げましょうというものでございます。 

 なお、この制度は、自主回収の報告を義務づけるものであって、回収そのものを義務づ

けるものではありません。そもそも自主回収ですので、義務はあくまでも報告にかかって

いるものでございます。 

 もう一つ、食の安全・安心な取り組みを支える仕組みづくりも条例に決められておりま

す。第８条で、推進計画を策定するとなっておりまして、食の安全・安心の確保に関する

施策を総合的かつ計画的に進めるため、具体的な施策や目標を示した計画です。 

 平成２７年から平成３１年までで、ちょうど新しい推進計画ができ上がって、今年から

動き始めておりますので、これにつきましては、また後ほど、私のほうから詳しく説明さ

せていただこうと思います。 

 また、先ほど細海から説明がありましたが、この推進会議につきましても、条例に基づ

いて設置されており、今回いただいたご意見などを施策に反映させていくという位置づけ

になっております。 

 条例に関しまして、私からの説明は以上です。 

○池田会長 ありがとうございました。 

 推進条例についての経過と中身のポイントをご説明いただきました。 

 ただいまのご説明について、何かご質問があればご発言いただければと思いますが、い

かがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○池田会長 意見がないようでございますので、後の機会にまとめてご意見を伺いたいと

思います。 

 続きまして、三つ目の議題でございます。この条例に基づく推進計画について、事務局

から説明をお願いいたします。 

○事務局（長野調整担当係長） 引き続き、調整担当係長の長野から説明させていただき

ます。 

 推進計画につきましては、ただいま推進条例に基づき平成２７年から３１年度分を策定

しましたと説明しましたけれども、もう少し具体的に申し上げますと、推進計画の前身と

して、平成２２年から２６年度さっぽろ食の安全・安心推進ビジョンというものがござい

ました。２６年度の推進ビジョンの最終年度に、新しい計画をつくるということで、食の

安全・安心推進会議にも諮りまして、計５回の会議を経て、当時ご参加いただいた方には、

いろいろなご意見をいただきまして、ご尽力いただきました。ありがとうございます。 

 こういった会議と、なおかつ、パブリックコメントも実施しまして、２５件のご意見を

いただいて、こういったものを踏まえて策定されたという経緯でございます。 

 施策の体系ですけれども、将来像の実現ということで、安全・安心な食のまち・さっぽ

ろを実現するために、安全の確保と安心と魅力の創出という２本の柱を立てました。さら

に、それらを支える基本施策を全部で六つ定めました。 
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 そして、この各施策に基づき、それぞれの事業を展開していくというつくりになってお

ります。ここから、各基本施策と主な事業について概要を説明していきたいと思います。 

 まず、基本施策の１は、生産から販売まで、いわゆるフードチェーンの安全確保です。 

 これは、安全確保の観点ですので、食品衛生法に基づく従来から行っている監視指導が

メインになります。製造や加工、流通、販売における食品取り扱い施設の監視指導ですと

か、食品検査の実施、食中毒の防止対策が中心になります。 

 今回の推進計画は５カ年ですけれども、毎年、具体的にこういう監視をしますというも

のは監視指導計画というもので定めております。これは、食品衛生法や厚生労働省からも

指針が出ておりまして、これに基づいて重点指導事項とか検査の件数などを具体的に定め

ていきます。 

 策定に当たっては、毎回、市民から意見を募集することになっておりまして、推進会議

のほうでもご意見を募集いたしますので、第２回目の会議の場でご意見をいただければと

いうふうに考えております。 

 続きまして、基本施策２でございます。 

 これは、事業者の自主的な取り組みの促進でございます。 

 主なものとしましては、新しい衛生管理の手法であるＨＡＣＣＰによる衛生管理の推進

をメインに置いております。 

 これについては、後ほど、重永から詳細な説明がございますけれども、札幌市でも認証

制度を実施しておりまして、こういったものを活用して事業者が衛生管理を推進していく

というふうに考えているところです。 

 また、自主的な取り組みを支援する手法の一つとして、さっぽろ食の安全・安心推進協

定事業も行っています。これは、認証などではなくて、自主的な取り組みをみずから札幌

市との協定という約束事というふうにしてもらって、こういった約束をしているのだから

きちんとやりましょうという従業員の教育の場に使っていただいたりして、衛生管理意識

の維持、向上につなげるといった事業でございます。 

 実は、推進協定事業は、先ほど入り口の段階で説明しましたさっぽろ食の安全・安心推

進ビジョンのほうで目標件数を定めておりまして、平成２６年度までに３００件の協定を

締結するという目標を設定しておりましたが、２６年度末でこの目標を達成することがで

きました。現在、７月末時点で３２４件となっております。後ほど説明しますが、この推

進計画でも引き続き目標を設定しておりまして、５年後の３１年度の年度末までに５００

件まで増やしていきたいと考えております。 

 続きまして、基本施策３は、危機管理体制の強化や充実です。 

 主に事業者で何かがあったときに、万が一の食の安全・安心が揺らぐような事態があっ

た場合、例えば、先ほど説明しました自主回収報告制度などを取り決めておいて、万が一

の事態が発生したときに、きちんと対応できるように準備を整えるというものが基本施策

３ということになっています。 

 それから、基本施策４は、食品の安全性に関する学習です。 
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 具体的な事業を幾つかご紹介していきます。 

 まず、さっぽろ子ども食品Ｇメン体験事業です。 

 これは、次世代を担う子どもたちに、食品衛生監視員の仕事を模擬体験してもらうとい

うことです。実は、平成２７年の第１回が先週の金曜日にございました。こちらにご出席

いただきました市場協会のご協力もいただきましまて、無事に終了することができました。 

 親子９組１８名が朝６時３０分から市場に入っていただきまして、現場の雰囲気やマグ

ロを解体する様子などを見たり、食品の検査室で検査のレッスンをしたり、手洗いチェッ

クなどをして食の安全について学んでもらいました。 

 それから、人材の育成という部分で、食の安全・安心モニター制度も展開してございま

す。一般の方々からモニターを募集しまして、買い物とか外食の機会に食品の表示やお店

の衛生管理状態をチェックして報告してもらうといった事業でございます。年に３回の報

告をお願いしておりまして、今年度分はもう１回目が届いております。 

 今年度は、３１名にモニターになっていただきまして、第１回の報告件数は１２１件い

ただいております。いい報告もいただきますが、これはどうなのかという報告ももちろん

入っておりまして、ちょっとどうなのかという報告が１２１件中６１件という数字でござ

いました。各所管課に連絡をとりまして、必要な指導などがありましたらお願いしますと

伝えてございます。 

 それから、基本施策５としましては、相互理解の促進です。 

 事業者や行政、市民がそれぞれの取り組みについて理解を深めていただくものです。 

 具体的な一つとしまして、食の安全・安心総合イベントでございます。これは、平成２

５年度の様子ですけれども、地下歩行空間で、道行く人々も含めて広くＰＲをしてまいり

ました。このときの参加者は延べ１万８，０００人というご報告を受けています。 

 また、事業の紹介に情報誌も活用しております。 

 これは、雑誌「ｐｏｒｏｃｏ」というものです。先ほどお話ししましたさっぽろ食の安

全・安心推進協定の事業について紹介するような記事を掲載していただきました。 

 そのほかに、全部の小学生に配付されている「エコチル」という新聞がございます。こ

れにも、我々の事業、先ほどの子どもＧメンの報告などを掲載していただいて情報を広く

提供しようということをやっております。 

 実は、会議の事前にご意見、ご質問などをいただいておったのですけれども、その中で

お子さんには食育がかなり浸透してきましたけれども、お母さんたち、３０代から４０代

の子育て世代にもっとＰＲしてはどうでしょうか、ＰＲはどんなふうにしていますかとい

うご質問をいただいていたのですけれども、「ｐｏｒｏｃｏ」は主に女性をターゲットに

している情報誌ですし、「エコチル」も小学生、必ずしも子ども向けではなく、大人が読

んでもなるほどという記事がたくさん載ってございますので、そういった情報誌などを活

用してお母さん方にもＰＲしていきたいと考えております。 

 そのほかに、保健所のホームページなどもいろいろと活用しておりまして、先ほどの「食

の安全・安心推進協定」につきましては、マイルール、自分でこういうことをします、衛
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生管理でこういうことに気をつけますと宣言していただいたものは、一般の市民の方にも

広く見ていただけるようになっております。 

 また、さっぽろ食の安全・安心市民交流事業も実施しております。農家の方とか食品製

造の方々がどういった考え方で、日々、食品をつくり、お届けしているのかということを

直接お話しする場をつくりましょうということで、夏には農家に、冬には食品の工場に行

くということもしております。 

 また、家庭菜園などがブームになっている状況もあるので、菜園の講座や野菜講座など

を活用したワークショップなどを考えてみてはどうだろうというご意見も事前にいただき

ました。 

 我々は今のところ、こういった事業そのものは直接的にやってはいないのですけれども、

こういった農家の方をご紹介いただく関係で農業支援センターですとか、サッポロさとら

んどなどともお話をする機会がありますので、何かこういったこともできないかどうか、

調整してみたいというふうに考えているところでございます。 

 そのほかに、表示の普及啓発ということで、現在、市民向けの講座とかアレルギー原因

食品ピクトグラムの普及ということも検討しております。アレルギーのピクトグラムにつ

いては、後ほど、別途説明させていただきます。 

 そして、最後になりますが、先ほど観光の面でお話をしましたが、基本施策６に食産業・

観光の振興への寄与を入れております。こちらの施策の展開は、具体的に一つ始まったも

のがございますので、説明させていただきます。 

 食の安全・安心おもてなしの店推進事業というものです。資料は、既にお渡ししている

書類の縦長の緑色のものと、本日お配りしたうちの小さい茶色い資料をご覧いただければ

と思います。 

 我々保健所は、常に衛生管理というお話をしておりますが、それ以外にもさまざまな札

幌市の施策がございます。そういった衛生管理以外にも、お店として一歩進んだ取り組み

をされている店舗を札幌市が登録して、市民や観光客の皆さんに広く情報提供していこう

という事業でございます。 

 まず、これに登録したいということになりますと、一応、要件がございまして、札幌市

内で営業しているレストランやホテルなどの外食店であることというのが１点目です。そ

れから、食品衛生優良施設であることです。保健所として勧めていく以上は、食品衛生優

良ということが大前提であるという考えです。そして、先ほど申し上げました一歩進んだ

取り組みがあると、そういった３段階の要件がございます。 

 食品衛生優良施設の要件とは具体的にどんなものかというと、保健所長表彰を受賞して

いるということです。これは、食品衛生監視員などが日々監視をしていく中で、ここは衛

生管理が優秀ですというお店を表彰していく制度です。 

 それから、後ほど重永からお話がありますけれども、札幌市食品管理認証制度、ＨＡＣ

ＣＰによる衛生管理をしっかりしているということで認証されたお店、このいずれかのお

店であれば、まず第１段階はクリアとなります。 
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 ここから、さらに一歩進んだ取り組みをしているお店ということになりますが、具体的

にどんな取り組みをすればいいのかというと、まず１点目は栄養成分表示です。カロリー

や塩分などを表示しているということです。もう一つは、禁煙や完全分煙でございまして、

店舗内の禁煙、もしくは完全分煙です。それから、外国語メニュー、おもてなしというも

のの一環としてメニューを外国語でも表示しているということです。 

 そして、アレルギー表示をしているということです。卵、乳、エビ、カニ、小麦、そば、

落花生という特定原材料と呼ばれているものをメニューに表示して、アレルギーをお持ち

の方がメニューを選ぶときに、これは入っているのだなと見えやすいようにするという取

り組みです。 

 この四つのうち、全部やっていなければいけないものではないですが、まず一つだけで

も取り組んでいるということがあれば登録可能としております。 

 登録されますと、木製の店頭用のＰＲボードを作成して配付いたします。このように店

頭でＰＲできるようになっています。 

 また、このお店の情報は、札幌市のウェブサイトや、先ほどのイベント、もしくは広告

媒体なども使いまして広く周知していく予定です。 

 ひとまずの動きとしましては、今年の７月からホームページで登録事業者を紹介してお

ります。今のところ、こういった一覧という格好ではございますけれども、今後、リスト

だけではなく、各店舗の個別のページもつくりまして、ＰＲや写真などを使った個別のペ

ージをつくっていきたいと考えております。 

 ここまでが主な事業の中身ですが、やはり、指標を設定していかなければいけませんの

で、今回、指標についても説明いたします。 

 平成２６年度、２７年３月１日時点の現状値から平成３１年度末に向けて目標を設定す

るというつくり方になっておりまして、具体的には、全部で７点の項目を設けております。 

 まず一つ目は、食品の安全性に関する知識があると考える市民の割合を８０％という目

標設定をしております。それから、ＨＡＣＣＰ導入型管理運営基準導入施設が１，０００

件となっております。 

 これは、今年度から新たに設けられた制度でございまして、平成２７年３月１日時点で

まだ件数が入っていないのはそういう事情でございます。目標件数として１，０００件と

設定しています。 

 また、札幌市食品衛生管理認証制度、先ほどのＨＡＣＣＰの関係の制度ですが、現在、

既に始まっている制度ですので、現状値が６２件であるところを１００件に増やすという

目標にしてあります。 

 また、事業の認知度ですが、現状は２２．６％を４０％に、また、先ほども説明しまし

た推進協定の締結数を５００件に、推進協定の認知度も５．３％から２０％に設定しまし

た。 

 あとは、モニターの報告件数をこれまで９１４件だったのを１，５００件に増やすとい

う目標にしてございます。 
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 この計画の中で認知度が２点ばかり出てきます。食品衛生管理認証制度の認知度、ある

いは食の安全・安心推進協定の認知度として出てきます。計画の策定に当たって、市民ア

ンケートなどで課題を洗い出したところ、やはり、事業の認知度が低いという問題点があ

ることがわかりました。 

 このため、札幌市の取り組み、ひいては、条例の理念などをいかに認識してもらうかと

いうところが大切であろうと考えまして、認知度向上を施策の目標の一つとして掲げた次

第でございます。 

 ここまでが推進計画の主な中身ですが、この後、平成２７年度にどういった取り組みを

していくかということを説明していきたいと思います。 

 ２７年度に予定しております新規の事業は２件でございまして、アレルギーピクトグラ

ムの作成と小学生向けのミニポスターの作成です。 

 まず、アレルギーピクトグラムの作成ですが、先ほど、おもてなしのお店の事業をやり

ますというところでもお話ししましたが、現在、外食店では、アレルギー物質の表示の義

務づけまではなされておりません。包装品につきましては、既に表示するようにという義

務はあるのですけれども、外食店などに関しては、まだ任意という状況でございます。 

 我々としても、おもてなしのお店という事業を始めておりますので、こういった方々が

導入しようとしたときに、さらに使いやすい一助となればということで、ピクトグラム、

絵文字を作成して使ってもらいたいと考えております。 

 ただ単に絵を描くだけであれば簡単ですけれども、やはり高いデザイン性が必要になり

ますので、札幌市立大学デザイン学部のご協力を得て作成するということで考えておりま

す。 

 もう一つ考えておりますのは、小学生向けのミニポスターです。家庭用のミニポスター

ですが、挿絵にもありますけれども、冷蔵庫にも貼れるようなイメージのものをつくりま

して、子どもたちに配付いたします。子どもを通じて家庭へ情報を提供します。また、家

族で話し合っていただくきっかけとなればいいかなと考えております。 

 こちらは、学校を通じての配付を考えておりますので、教育委員会とも連携して進めて

いくことを考えております。 

 また、子どもＧメンとか市民交流事業につきましては継続していくのですけれども、特

に重点を置いて展開していく事業としましては、先ほど既に説明しましたおもてなしのお

店の推進、そして安全・安心総合イベントを開催していくことで考えております。 

 総合イベントは、市民の食の安全・安心に対する理解と関心を高め、みずから考えて行

動を起こす契機とすること、事業者の自主的な取り組みの支援や安全・安心の確保に関す

る意識向上等を図ること、また、市民と食品関係事業者との相互理解を深めること、こう

いったことを目標に実施していこうと考えております。 

 具体的な内容としては、これはまだ予定ですけれども、著名人を呼んだステージイベン

トや体験型のイベント、あるいは、札幌市管理認証制度の関係ですけれども、しょくまる

のロゴマークを刷新しようと考えておりますので、こういったものの発表や関係企業の商
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品販売ということも予定しております。 

 以上で、平成２７年度の事業と推進計画の内容についての説明を終わります。 

○池田会長 ありがとうございました。 

 先ほどよりは、かなり具体的なお話でわかりやすかったと思います。 

 私は、去年から聞いておりますので、大分すっと入ってしまうのですけれども、今年委

員に入られた方は、どんなささいなことでも結構ですので、もしわからないことがありま

したら質問をお願いしたいと思います。 

○行方委員 おもてなしのお店ということは、前年度からお話が出ていたので、非常に楽

しみにしていましたが、とてもいい冊子だと思います。また、木製の店頭用ＰＲボードが

とてもかわいらしくて、こんなふうになるとは想像もしていませんでした。ぜひ現物を見

てみたいと思いました。そうすると、そういうお店を探しやすいと思います。この写真に

ありますが、コーヒーカップより少し大きいかなという感じで、とてもかわいいなという

思いで拝見しました。 

 札幌市に外食店というのは相当数あると思いますが、外食店に対して、おもてなしのお

店に関しては、どのような方法でお知らせしているのか。この資料にもありましたけれど

も、今のところはスタートしたばかりなので本当に少ないようですけれども、もっともっ

と認知させていただきたいと思います。 

 観光都市でもあり、駅前方面を歩いていると韓国語や中国語などを話している外国の方

が非常にたくさん歩いています。 

 私がある回転ずし屋に入りましたら、今、回転すし屋はタッチパネルで席を選ぶのです

が、多分、若い韓国の女の子たちだと思うのですけれども、６人ぐらいでテーブルにする

か、カウンターにするか、メンバーは何名かとか、いろいろとタッチしているのですが、

日本語で書いてあるので、なかなかできないのです。私は、韓国語は話せないので、片言

の英語でその子たちにカウンターとか、デスクとか言ったりして教えてあげたのです。も

っと認知させていただきたいと思います。 

○事務局（細海食の安全推進課長） ありがとうございます。 

 今、現物が上にありますので、持ってきて皆さんにお回ししたいと思います。 

 それから、おもてなしのお店の周知でございますけれども、広い意味での周知につきま

しては、例えば北海道新聞に折り込みの記事を入れたり、ホームページもあります。 

 そのほかにも、大前提として、衛生レベルの高いところでそのプラスアルファというこ

ともありまして、先ほどの説明にありました表彰施設、あるいは、しょくまるの認証制度

をとっている施設にご案内をしております。そういった衛生レベルの高い施設で栄養や禁

煙、外国語、アレルギーなどのプラスアルファがあれば登録可能ですので、ぜひ参加して

くださいということでご案内したところでございます。その施設が約５００ございました

ので、そこにご案内してございます。 

 それを踏まえて、それを見たお店から回答がありまして、今、登録が徐々に進んでいる

状況でございます。 
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 外食産業でも、皆さん、ホテルなどを利用するとたばこの灰皿があったり、禁煙が完全

に進んでいるわけではありませんし、外国語メニューにつきましても、いろいろな国の方

が来られるので一つに絞れないということもありまして、なかなか進んでいないところが

ございます。 

 また、栄養成分表示なども、カロリー表示などがあると注文上の支障もあるのか、なか

なか進んでいないということもありまして、数そのものは、まだこれからという状況であ

ります。 

 禁煙等々、対応しているお店も多々ございますので、そういったところがおもてなし施

設になるためには、逆に衛生レベルの合格点をとらないとなれないということもありまし

て、保健所長の表彰をとるように頑張るとか、認証制度の認証をとるように頑張れば登録

できるということで、そういう部分で逆に衛生のほうにも弾みがつけばなということで進

めている事業でございます。 

○行方委員 ありがとうございました。 

○事務局（長野調整担当係長） ボードが皆さんに回ったと思います。こういう形でマグ

ネット式になっておりまして、最初の食品衛生優良というところは外れません。これが大

前提となっているので、これは外れません。この中で、外国語メニューをやりますという

お店には、このようにお花が二つついたものを差し上げております。 

 さらに、アレルギー表示とか禁煙とかカロリー表示、こういった取り組みが一つ進めら

れることによってお花の数が増えていって、最終的な形態はこういう形になるというもの

です。 

 これは木材ですが、道産のスギ材を使っておりまして、デザイン性も非常に高い仕上が

りになっておりますので、お店の方からも大変好評です。ぜひ、これが欲しいと。うちは

禁煙もカロリー表示もしていないけれども、どうしてもこれが欲しいので何とかできない

かというご相談をいただくケースもあります。やはり、高いデザイン性であると、お店側

としても受け入れていただきやすいのだなと実感しているところでございます。 

 先ほどご意見をいただきましたとおり、観光客も非常に増えておりますので、ぜひこう

いった取り組みを推進していきたいと考えております。 

○事務局（細海食の安全推進課長） 補足ですが、外国語表記の関係で２０２０年の東京

オリンピックの関係で、東京都と国が中心になって、いろいろなものの外国語表記を進め

ようというプロジェクトが立ち上がっています。 

 札幌市はドームを持っているということもあって、オリンピックのときの会場も関係す

るのではないかと言われていて、そのメンバーにも入っているという報告を受けてござい

ます。オリンピックの関係はスポーツ部が主体になって動いているようですけれども、そ

ういった情報が入りましたら、この会議でも皆さんに提供していきたいと考えております。

よろしくお願いいたします。 

○事務局（山口食の安全担当部長） 皆さんがあちこちで見ることができないとやってい

る意味がないので、さらにもう一つ、つけ加えさせていただきます。 
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 今、優良施設というのは、市内の対象飲食店、宿泊施設で保健所長表彰をとっている優

良施設もしくはしょくまる認証をとっている施設で、該当している施設は大体５００ぐら

いあるのですが、現在は２０弱ということで、まだまだこれからです。これは、ＰＲ不足

ということもあります。物は結構いいねということで紹介はしているのですけれども、こ

れをもう少しＰＲしていきたいと思います。 

 内々では、５年間で２００ぐらいまで増やしながら、対象施設もお菓子屋さん関係も加

えながら、もう少しいろいろなところで見かけていただければ、もっともっと認知度や魅

力が高まると思いますので、それも努力しながらやっていきたいと考えております。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 今のことに関連して、おもてなしのお店のパンフレットは、外国語メニューを推奨する

というものですが、この外国語の冊子はあるのでしょうか。 

○事務局（長野調整担当係長） 済みません。この冊子そのものの外国語版はまだないで

す。この中身をわかってもらうためには、外国語で表記するのも必要ですね。ご意見をあ

りがとうございます。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 ほかに何かございますでしょうか。 

○石井委員 ただいまのおもてなしの店の関連です。 

 私も、これはとてもいいことだとは思うのですけれども、今後、これをどのように市民

なり観光客に浸透させていくのか、それから、これをしたことによるお店にとってのメリ

ットは何なのかをお聞きしたいと思います。 

○事務局（長野調整担当係長） 先ほど、山口からもお話がありましたとおり、まだ事業

として始まったばかりということがございます。ですので、今のところは外食店に限定し

ているところの業種を少しずつ広げていきまして、裾野を広げていきたいという部分と、

ホームページ以外にも、数がある程度固まってきましたら、ガイドブックなども検討して

いきたいと考えております。 

 それから、お店のメリットですけれども、やはり店頭にこういったデザイン性の高いも

のを置けるということをメリットと考えてくださる方もおります。 

 また、我々のほうのイベントとか、先ほどの情報誌などで、事業の紹介の一環で、具体

的にこういったお店がございますと紹介することも考えておりますので、お店を広く紹介

できるということをメリットと感じていただければと思っています。 

○事務局（細海食の安全推進課長） もう一つ、追加させてください。 

 ホームページに情報を掲載してございますので、例えば、たばこが嫌で衛生面のいいと

ころに行きたいけれども、たばこがないところでゆっくり食事を楽しみたいとか、カロリ

ーを気にしているとか、塩分制限があって、栄養成分の表示があるところで考えながら食

べたいという方や、子どもがアレルギーを幾つか持っているので、そういった表現がはっ

きりしているお店で安心して食べたいと。あるいは、外国のお友達が来たので、外国語メ

ニューがあるところに行けばいいだろうと。 
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 ただ、どこにそういうお店があるのかわからないというときに、こういう制度があると、

保健所のホームページを見て、自分の気になる項目でお店を選ぶことができます。また、

お店もそういうものに登録することで、お客さんにたくさん来ていただけるようになる。

そういったものに取り組んでいる先進的な飲食店ということで口コミで広まっていくと、

やっているところにとってもやはり励みになりますし、そこを見習ってほかもどんどんそ

ういったほうへ歩んでいただけると全体的にありがたいということで取り組んでいる事業

でございます。 

○石井委員 ホームページとおっしゃるのですけれども、ホームページを見ない方もいら

っしゃいますね。ですから、例えば、札幌市の広報などに掲載してＰＲすることは可能な

のでしょうか。 

○事務局（長野調整担当係長） 具体的に広報というと……。 

○石井委員 こういう制度があって、取り進めています、取り組んでいますというような

ところは広報に掲載されているのですか。私は、ちょっと承知していないのです。 

○事務局（長野調整担当係長） 広報さっぽろということですね。 

○石井委員 そうです。 

○事務局（長野調整担当係長） 広報さっぽろに掲載はしておりません。 

○事務局（細海食の安全推進課長） まだ数がそんなになくて、今、検索しても２０ぐら

いしか出ないのです。もうちょっと軌道に乗ってからと思っていましたので、ある程度の

時期になりましたらこのような周知をしたいと思っています。 

○石井委員 わかりました。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 こういう施策は、認知度と両輪で動かなければいけないということで、数値指標が平成

３１年度ということで挙げておられますが、できるだけ前倒しをするような形で進めてい

ただければいいかと思います。 

 また、札幌市だけでは大変ですので、ここにいらっしゃる皆様もできるだけ広報してい

ただけると助かると思います。特に、北海道新聞はぜひご協力をお願いしたいと思います。 

 ほかに何かございませんでしょうか。 

○梶原委員 僕も前回からの委員なので、もう一回、復習の意味でお聞きしたいのですけ

れども、アレルギー物質のメニュー表示について、特定原材料は７品目がありますね。そ

れは何でしたか。 

○事務局（長野調整担当係長） エビ、カニ、小麦、そば、卵、乳、落花生の七つです。 

○梶原委員 この前、お客様を連れて、格好をつけてレストランで接待したのですけれど

も、この中に卵のアレルギーの方はいらっしゃいませんかと初めて聞かれたのです。 

 例えば、変な話ですけれども、普通の奥様の子どもがアレルギーを持っているとすれば、

アレルギー表示をしていないお店に入ってしまったら、そのお母さんは、お店に対して、

ここでは卵を使っていますか、そばを使っていますかという聞き方をして食べているので

しょうか。実際にどのようにしているのか、教えてください。 
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○事務局（長野調整担当係長） 私の甥っ子が卵アレルギーですので、実態をお話しいた

します。 

 お店が予約できるときは、事前に卵アレルギーの子がいますので、卵がないメニューは

どれぐらいありますかと聞いていきます。もしくは、予約しない状態で、例えば追加で頼

みたい場合もお店の方に卵が入っていないものをお願いしますと。あるいは、容器を分け

てくださいとか、一部よそい分けて卵は入っていないようには見えるけれども、一緒の器

で卵を料理していたとか、そういったものがあれば教えてくださいというように、お店の

方とのやりとりで情報を教えてもらっています。 

 ただ、予約をする段階であれば、ある程度時間もありますし、ゆっくりと聞けるのです

けれども、その場で慌ただしく頼むときに、アルバイトの人しかいなかったりすると、多

分、大丈夫ではないでしょうかみたいな答え方をされると、大丈夫かなと心配になるとき

もあります。ですので、メニューなどにしっかり書いてあると、これなら大丈夫だねとい

うように頼むことができるなと実感することが多いです。 

○梶原委員 身近な例をお話しいただいて、ありがとうございます。 

 実は、観光協会にも、観光客からおいしい店を紹介してくださいと来るのです。札幌市

は、公のところですから、お役人はどこどこのお店がいいですよと紹介できないですけれ

ども、我々は、うちの職員が実際に歩いておいしいところをばんばん紹介しているのです。 

 ですから、これをばんばん紹介することによって会費を年間２万円払っていただいてい

るのですけれども、その会員になることによって、うちの職員に食べてもらうことによっ

て、間違いなくおいしいというお墨つきをもらえば、その店ははやるのです。 

 ですから、この認定をとったところが流行って、お客さんがどんどん増えるように我々

が応援して、それは保健所はできないけれども、そういうお店があって、そういうお店に

アレルギーの人がどんどん入っていって安全に食べているということがうわさになったら、

それはそれでいいですね。 

○事務局（長野調整担当係長） 我々行政ではなかなかできない部分がありますが、観光

協会などに後押ししていただけると大変助かりますので、ぜひご協力をよろしくお願いい

たします。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 市民みんなで応援するという態度がこういう制度を盛り上げていくのだと思います。 

 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○池田会長 ないようでしたら、今、説明がございました推進計画については、このまま

進めていくということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○池田会長 ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、四つ目の議題です。札幌市食品衛生管理認証制度、通称しょく

まるについて、事務局から説明をお願いいたします。 
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○事務局（重永食品安全対策担当係長） 私は、食品安全対策担当係長の重永と申します。 

 私から、しょくまる、札幌市食品衛生管理認証制度につきまして、概要の説明をさせて

いただきたいと思います。 

 先ほど、長野からも推進計画の中に、ＨＡＣＣＰの考え方に基づく衛生管理の推進とい

うものをご説明させていただきました。これから説明させていただきます札幌市食品衛生

管理認証制度というものは、まさしくＨＡＣＣＰの考えに基づいて、より優れた衛生管理

を行う事業者、飲食店、製造施設などを認証していく制度として、我々札幌市のほうで進

めている制度でございます。 

 まず、今回、新たに選任された委員の方々もいらっしゃいますので、この制度を説明す

る前に、ＨＡＣＣＰの考え方から改めてご説明させていただきたいと思います。 

 まず、用語の定義でございます。 

 用語としましては、こちらの画面のとおりでございまして、「Ｈａｚａｒｄ Ａｎａｌ

ｙｓｉｓ ａｎｄ Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐｏｉｎｔ」という英語の頭文

字をとった言葉がＨＡＣＣＰでございます。日本語に訳しますと、「危害分析及び重要管

理点」などと呼ばれております。 

 これは何かという話ですが、本日、細かい話は割愛しようと思っているのですけれども、

そもそもの成り立ちとしましては、アメリカのＮＡＳＡで宇宙食をつくる中で、例えば、

宇宙食で食中毒が起きた場合、宇宙に行っていると病院にも行けないという状況ですので、

万が一にもそういった事故が起きてはいけないということで開発された食品の安全性を確

保するためのシステムでございます。これが、現在、世界的に国際標準の衛生管理システ

ムとしてその普及が広がっているところでございます。 

 これ自体はアメリカ生まれのシステムですけれども、今、なぜこれが日本で必要になっ

てきているのかというところを説明していきたいと思います。 

 先ほどの条例の説明の際にもご説明がありましたけれども、近年、いろいろな食品関係

の事故が非常に多発しております。例としましては、ユッケによる食中毒事件や、札幌市

内で起きた浅漬けによるＯ１５７の事件がありました。近年のもので言うと、カップ焼き

そばに虫が入っていたとか、ハンバーガーチェーンでも異物混入問題で非常に騒がれてい

たことは記憶に新しいかと思います。 

 こういったさまざまな食品事故や事件の中で、最近、市民の方々も企業責任を求めます

し、事件そのものよりも、企業としてその責任をきちんと果たしているかどうかというこ

とが大きく取り沙汰される傾向も近年は非常に強いのではないかと思っております。 

 そういった中でポイントとなるのは、自社で製造している、あるいは調理、加工してい

る食品の安全性をどのように保証していくかということになります。 

 これまでの考え方を仮にモデルとしてご説明した場合ですけれども、例えば、消費者の

方から「食べ物を食べておなかを壊しました、あなたのところでつくった食品が原因なの

ではないですか？」という苦情、クレームを受けたときに、これまでの製造者の方々はど

のように対応していたか、幾つかケースを申し上げます。 
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 例えば、「普段から衛生管理に気を使ってやってきているのですけれども、まことに申

しわけございませんでした」といった対応があります。これも、事業者の方と消費者の方

の信頼関係がある中であれば、一生懸命やっていてくれていたのだね、ということで、あ

る程度納得いただいていることもあったと思います。しかし、このように事件が多い中で、

一生懸命やっていると口で言うのは誰でもできるでしょう、そんなことは当たり前の話で

はないかという中で、それでも事件は起きているのだから、どう責任をとってくれるのだ

ということです。 

 あるいは、こういった言葉もよく聞くのですが、「今までこのようなクレームはなかっ

たとか、ほかの人からこういうクレームはございませんでした」という話についても、実

際に被害を受けた方からすれば、ほかの人のことや今までのことは関係ないでしょうとい

う話です。 

 あるいは、検査ですが、食品の製造メーカーですと自社検査で微生物検出の検査をして

おりますが、そういった自社検査は、出荷している全ての食品を検査しているわけでもな

いですし、実際に消費者の方が召し上がった製品は、既におなかの中に消えてしまってい

るものですから、ほかの製品の検査をしたところで、そんなものは信頼できませんといっ

た反応をされてしまうことがあります。 

 今、そういった証拠などが求められる中で、どうしても事業者の方からの説明に納得で

きない、こういった説明では納得できませんということでしたり、業者の方の立場に反転

させますと、消費者に対してどうやって説明すれば自分のところの食品が安全ですと胸を

張って言えるのか、そのような悩みが非常に出てきているところでございます。 

 そういった中で、先ほどのＨＡＣＣＰが出てきます。これは、先ほど言いましたように、

欧米諸国で特に広まっている考えで、安全性を客観的かつ合理的、科学的に保証しましょ

うという考え方でございます。簡単に言うと、どうしてその食品が安全であるのかをきち

んと説明する手段、いわゆる衛生管理を「見える化」する手段として、ＨＡＣＣＰが最近

は非常に使われだしております。 

 例えば、こちらに図示しておりますのは、ハンバーグを製造する工程です。ハンバーグ

を製造するためには、お肉を仕入れてひき肉にして、あるいは、タマネギを洗って、切っ

て、それをまぜ合わせて形をつくって焼き上げます。袋に入ったものであれば、包装をか

けて、さらに殺菌、加熱して冷やして出荷しますというように、さまざまな調理工程、製

造工程がかかわってくるわけです。 

 ＨＡＣＣＰの考え方は、この工程それぞれについて、どういった健康被害につながる要

因があるのか、これを一つずつ洗い出して分析して、そういった可能性はどこに潜んでい

るのかを見ていくことになります。 

 例えば、具体的に、タマネギを洗うという工程の中では、当然、タマネギの表面には雑

菌が付着しているでしょう、あるいは、肉とタマネギをまぜるときには、従業員の手が汚

れていたら汚染を受ける可能性があるでしょうということです。また、最後に加熱すると

きに加熱が足りなければ食中毒菌が生き残るかもしれないでしょうということです。 
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 そういうさまざまな可能性を一つずつ考えた上で、それを防ぐためにはどうすればいい

かというときに、タマネギの表面をしっかり洗う必要があるでしょう、肉とタマネギをま

ぜる前に手洗いをしっかりする必要があるでしょう、あるいは、加熱するときにしっかり

と火を調整するということが必要な管理ではないかということです。 

 こういった様々なやらなければいけないことを洗い出した上で、その中でも特に気をつ

けなければいけない工程は、今回でいえば最後の加熱ですが、このときに食中毒菌を殺せ

なければ事故が発生するおそれがありますので、こういった特に重要な部分をある程度的

を絞りながら、例えば、加熱温度と時間を確認し、あるいは、記録をとりながら、万が一

の間違いが発生しないように、全製品についてこの部分をちゃんと見ていきましょうとい

うことです。仮に、この部分で何か問題が発生して、例えば、加熱温度が足りなかったと

いうことがあれば、即座に出荷を停止して、万が一の食中毒等の発生を予防しましょうと

いう考え方になります。 

 こういった考えをとることでどうなるかというと、例えば、このような回答ができるよ

うになります。自社の製品のつくり方として、食品の中心温度が何度以上になるように加

熱しており、これは、全ての製品について確認しているので、食中毒が発生する原因とな

る病原微生物は死滅させるように調理工程をつくっておりますと。 

 また、この話は、異物混入対策についても同じように、これこれこういう理由で、こう

いう管理をしているから安全であるということを、筋道を立てて、理論立ててご説明する

ことが可能になります。そういった意味でＨＡＣＣＰを使っていきましょうという話にな

ります。 

 ＨＡＣＣＰに関しましては、現在、世界各国で輸出入のときに義務化という流れが非常

に進んでいますが、残念ながら、日本では、いまだに義務としてのＨＡＣＣＰという制度

はございません。 

 これは、何がいけないかという話ですが、例えば、一番大きな問題となってくるのが、

海外へ食品を輸出したいというときに、日本は、ＨＡＣＣＰをきちんと義務化されていな

いので、個々の施設についてきちんとＨＡＣＣＰをやっているかどうかを審査して、その

結果でなければ輸出ができませんということ。 

 逆に言えば、海外から食品を輸入するというときは、日本自体がＨＡＣＣＰを義務化し

ていないので、ほかの国できちんと衛生管理されているのかどうか、ＨＡＣＣＰをやって

いるかどうかということを輸入食品に対して義務とすることができません。やっているか

どうかわからないものを入れなければいけないということが生じてくるわけでございます。 

 こういった流れを受けて、平成２５年、「日本再興戦略」が閣議決定されたわけですけ

れども、この中で、いわゆる食品輸出を大幅に強化していかなければいけないという中で、

ＨＡＣＣＰの普及が不可欠ということが日本として言われたところでございます。 

 これを受けて、厚生労働省からも各自治体のほうにＨＡＣＣＰについてしっかりと入れ

なさいということになりました。厚生労働省は、将来的にはＨＡＣＣＰの義務化を視野に

入れて検討していると聞いておりますけれども、このＨＡＣＣＰを各自治体のほうでしっ
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かりと進めていってくださいというお達しが来ております。 

 これを受けて、我々札幌市でも、ＨＡＣＣＰにきちんと取り組むことで、先ほど言いま

した「安全・安心な食のまち・さっぽろ」の実現を目指していきましょうということで、

先ほどの推進計画の中でもＨＡＣＣＰの推進を一つの重要課題として取り上げさせていた

だいて、ここにも力を入れていきましょうということで、ただいま取り組みを進めている

ところでございます。 

 これからＨＡＣＣＰを進めていかなければいけない中で、どうやって進めていけばいい

のかということです。これはいろいろな側面がございまして、事業者の方も、ＨＡＣＣＰ

をやってくださいと言われても、どのようにやればいいのか、あるいは、ＨＡＣＣＰをや

っていたとしても、それが本当に正しいのかどうかもわからないということもございます。

また、一般消費者の方々にはＨＡＣＣＰの認知度あるいは理解がなかなか進んでいない中

で、これをきちんと広めていかなければならないわけです。 

 これでようやくタイトルに戻ってくるのですが、「札幌市食品衛生管理認証制度」を活

用しながら、ＨＡＣＣＰを進めていきましょうという話になっております。 

 この認証制度とは、どういうものなのかということですけれども、先ほど言いましたＨ

ＡＣＣＰの考え方を取り入れた、いわゆる食中毒防止の観点から、そういった衛生管理を

している施設に対して第三者の評価、これは、我々札幌市もそうですし、別の団体、第三

者機関による認証を与えることによって、事業者の方にとっては、自社でやっているＨＡ

ＣＣＰのやり方が正しいものであるというお墨つきを得るということが一つです。 

 そして、この認証を取得した施設の方々に対して消費者の方に積極的なＰＲを行ってい

くことで、先ほどのおもてなしの店の中でもお話がございましたけれども、やっているこ

とのメリットを生み出すようにＰＲを行っていくということ、このために認証制度を設け

ているということでございます。 

 例として、商品のＰＲとしまして、ボトルドウォーターの業者ですけれども、こういっ

たところでロゴマークを貼ってＰＲをしていただいたり、かまぼこのメーカーでも、しょ

くまるのマークをつけながらＰＲにご協力をいただいております。 

 また、先ほど総合イベントの話がございましたけれども、これは平成２５年１月にやっ

たイベントですが、そういったイベントの中でもこのような販売ブースを設けたり、ホー

ムページ等で事業者の取り組みをご紹介したりという形で、現在、制度のＰＲを行ってい

るところでございます。 

 ただし、先ほど、おもてなし事業でいろいろなご意見をいただきましたけれども、この

認証制度につきましては、まだ制度自体の認知度がなかなか上がってきていないのが現状

です。そういった中で、我々札幌市としましても、この制度をもう少し普及させていかな

ければいけないという思いでございます。 

 現在、北海道のほうでも同じように北海道ＨＡＣＣＰという制度がございます。今年の

４月まで、札幌市の制度と北海道の制度はそれぞればらばらにやっていたのですけれども、

この一部を統合しまして、北海道との連携を強めながら、制度のＰＲを行っていくことを
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考えております。 

 また、事前に委員の方からご質問を受けていた中身ですが、ＨＡＣＣＰの手数料の話が

ございます。この認証を受けるために手数料が幾らかかかってくるわけですけれども、飲

食店の方、あるいは小さな製造業者の方ですと、手数料は１０万円くらいかかるものです

から、そういった部分でそれが負担になるということもございましたので、これについて

は、札幌市の経済局と連携しながら、補助事業みたいなものをやっておりますので、そう

いった部分を活用しながら、なるべく広げていきたいということも考えてございます。 

 また、②ですが、この制度自体の内容につきましても、今年度に少しリニューアルをか

けたいと思っております。というのは、先ほど言った手数料の部分等々を含めて、事業者

の方にもう少し取り組みやすくしていきたいということと、ＨＡＣＣＰ自体の考え方につ

いて、国の動きもあるものですから、そういったものとも整合性をとることで、リニュー

アルを図ろうと考えております。 

 また、しょくまるのロゴマークが事業者の方にも使っていただけていないところがござ

いますので、このマークをもう少し使いやすいマークに刷新するということも考えている

ところでございます。 

また、新マークの募集については、一般公募等を活用しながらロゴマークのリニューア

ルを行おうと思っております。それに当たりまして、当然、新しいロゴマークの選考をし

ていくわけですけれども、その選考委員として、推進会議の委員の皆様にも何名かお声か

けをさせていただいて、ぜひ入っていただけるとありがたいと思っているところでござい

ます。 

 これについては、後日、私から個別に当たって調整させていただこうと思っております

が、もしそういったお話がございましたら、ぜひご検討いただけますよう、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 以上、雑駁ながら、札幌市食品衛生管理認証制度につきまして、概要をご説明させてい

ただきました。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 ただいまのご説明につきまして、何かご質問等がございましたらお願いいたします。 

○行方委員 しょくまるのポスターとか電光掲示板とか、地下鉄などでは何度も見ていた

のですけれども、シールというのは、いまだかつて見たことがなかったので、今のスライ

ドを見てびっくりしたのですが、かね彦さんのかまぼこなどにもついていました。 

 かね彦さんは高級品ですから、デパートにしかないので、きっと贈答用しか見ないと思

ったのですけれども、昔、北海道認証マークということで鶴のマークがありましたね。今、

あれはなくなってしまったのですが、あれは１枚につき幾らかがかかるとお聞きしたこと

があるのですが、しょくまるのシールは１枚につき幾らという扱い方ですか。 

○事務局（重永食品安全対策担当係長） これ自体、認証取得した施設の皆様には、シー

ル自体をお配りしたり、自社で包材に印刷をかけていただいてという形になります。特に、

使用料は一切発生せずにご利用いただけるものになってございます。 
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○行方委員 わかりました。今度、デパートに行ったら、見てみたいと思います。ありが

とうございました。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○池田会長 ないようでしたら、全体を通じて何かご質問があればお願いします。 

○堀委員 今年から会議に参加させていただいたもので、今、いろいろと説明を受けてす

ごくよくわかったのですが、最初の段階に戻って申しわけないのですけれども、そもそも

安全・安心な食のまち・さっぽろということで条例を制定したということで、こちらは市

民レベルにはどの程度認知されているというか、ＰＲされているのでしょうか。 

 と申しますのは、私は、これを応募するときにいろいろ調べて、このことについて勉強

しまして、周りの方たちに聞いて、この安全・安心な食のまち・さっぽろという言葉自体

を皆さんはよくわかっていないのです。ましてや、条例が制定されたということは全然認

知されていなくて、事業者レベルでの活動はいろいろと進められているようですけれども、

市民レベルの認知、ＰＲをもっと進めたほうがより広まるのではないかと市民の目線で感

じたので、お聞きしたいと思います。 

○事務局（細海食の安全推進課長） 条例ができたのは平成２５年ですので、約２年ぐら

い前です。そのときには、市のいろいろな施設のほうにリーフレットを置かせていただき

ました。また、条例ですので、議会での審議等もありましたので、そういった場や、広報

さっぽろでも条例ができましたということは載っております。ただ、広報さっぽろも、誌

面が限られていて、一面に大きく出るようなことがないものですから、ＰＲしても皆様の

お目に届かない部分は多々ございます。 

 条例ができた当時は結構力を入れていたのですけれども、その後、推進計画に比重が移

ってしまっています。今は、２年前にできている条例ということで、皆様への説明につい

ても、条例ができてということを前提とした説明をずっとさせていただいております。 

 市民へのＰＲにつきましては、来年の２月にチ・カ・ホで大きなイベントを２日間ほど

予定してございますので、そういったもので一緒に啓発していきたいと考えております。 

○堀委員 ありがとうございます。 

 安全・安心な食のまち・さっぽろというのは、すごい目に入りやすくていいものなので、

そのシールとかポスターが至るところに貼ってあると、市民にもわかるかなと思いました。 

 それから、先ほどから広報さっぽろのお話が出ていますが、そちらに平成２７年度とし

てこういうことをしますということが少しでも載っているとわかりやすいと思いました。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○池田会長 それでは、まだ意見は出尽くしていないかもしれませんけれども、事務局に



- 26 - 

 

おきましては、本日の意見を参考にして業務を遂行していただきたいと思います。 

 それでは、議題の最後にその他とございますが、事務局から何かございますでしょうか。 

○事務局（細海食の安全推進課長） 最初に大宮委員がおくれて来られましたので、ここ

で、一言、自己紹介をお願いいたします。 

○大宮委員 遅刻しまして大変申しわけありません。大宮と申します。よろしくお願いい

たします。 

 札幌市安全・安心な食のまち推進条例をつくったときの委員の一人でございます。その

件につきまして、今回、推進計画を進めるということで、また何かお仕事ができればなと

思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（細海食の安全推進課長） ありがとうございました。 

 事務局から、今後の会議の開催につきましてご説明させていただきます。 

 今年度は、あと１回、時期は来年の１月を予定してございます。その際の議題ですが、

来年の２月１３日と１４日の２日間、地下歩行空間で予定しております食の安全・安心の

イベントがございます。そのイベントの内容の進捗状況の報告が一つです。 

 それから、先ほどの説明にもあったのですが、規制行政の中で、法に基づく監視指導計

画を毎年つくるように法律で定められております。そのため、平成２８年度の食品衛生監

視指導計画の案につきましてご説明させていただいて、この会議で意見をいただきたいと

考えてございます。 

 開催時期が近くなりましたら、日程調整等でご連絡をさせていただきますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

 また、本日は、各団体の方々に委員としてお越しいただいておりますので、各団体の中

でも、先ほど会長からもございましたが、きょうの会議の内容あるいは札幌市の制度など

につきましても周知していただけると事務局としては大変ありがたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 推進計画や各種事業につきましては説明しましたけれども、直接要望等がございました

ら各団体に出向いて説明することも可能ですので、関係する行事や社内の研修会の一つの

項目として検討していただけると幸いでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

○池田会長 ありがとうございます。 

 それでは、各委員から何かございますでしょうか。 

○梶原委員 とにかく、みんなでおもてなしのお店を増やすことが、すなわち、結果的に

安全・安心なまちを進めていくことになるかもしれませんね。これはすばらしい置き物な

ので、おもてなしの店をみんなで進めたらいいですね。これは、禁煙でも分煙でもいいで

すね。 

○事務局（細海食の安全推進課長） 食品衛生の優良施設であれば、その後、プラス１あ

れば大丈夫です。プラス４が最高ですけれども、一つでもあれば大丈夫です。 

○池田会長 どうもありがとうございます。 
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 まずは、皆さんのご協力をお願いしたいと思います。 

 

  ３．閉  会 

○池田会長 それでは、これをもちまして、本日の議事は終了いたしまして、閉会とさせ

ていただきます。 

 長時間にわたりまして、まことにありがとうございました。 

                                  以  上   


